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2
0
0
6
年
に
米
国
の
農
家
が
栽
培
品
種
と
し
て
選
択
し
た
大
豆
は
、
89
％

が
遺
伝
子
組
み
換
え
（
G
M
）
品
種
で
あ
る
。
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
レ
デ
ィ
ー

な
ど
の
除
草
剤
耐
性
を
持
つ
品
種
の
導
入
で
、
コ
ス
ト
の
低
減
と
よ
り
確
実

な
除
草
が
可
能
に
な
る
か
ら
だ
。
ど
こ
の
畑
で
も
大
豆
の
生
育
は
旺
盛
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
す
で
に
標
準
技
術
な
の
で
あ
る
。
我
々
が
訪
ね
た

オ
ハ
イ
オ
州
で
は
、
同
地
に
工
場
を
持
つ
ホ
ン
ダ
が
栽
培
委
託
す
る
日
本
向

け
の
大
豆
を
栽
培
す
る
農
家
に
も
出
会
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
たN

on-

G

M
品
種
を
栽
培
す
る
生
産
者
に
お
い
て
も
、
そ
の
品
種
選
択
の
判
断
基
準
は

あ
く
ま
で
経
営
メ
リ
ッ
ト
な
の
で
あ
り
、
す
で
に
G
M
作
物
の
安
全
性
や
交

雑
の
不
安
を
語
る
声
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
。

トウモロコシでもGM品種の割合は61％に達している。アワノメイガの防除
手段として遺伝子組み換えでトウモロコシ自身がBｔ剤と同じ殺虫成分を分
泌するようにしたBtコーンが主体である。

綿花もすでに83％がGM種子によって
いる。Bt（バチルス・チューリンゲ
ンシス）を使った害虫抵抗性品種。
写真は左側のGM品種が正常に生育し
ているのに対して、右のNon-GMでは
被害を受けている。
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米
国
農
務
省
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
2

0
0
6
年
に
米
国
で
作
付
け
さ
れ

た
大
豆
の
う
ち
89
％
は
G
M
大
豆
（
遺
伝

子
組
み
換
え
大
豆
）
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

綿
花
で
83
％
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
61
％
が

G
M
種
子
を
使
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
わ
が
国
で
は
、
い
ま
だ
G
M
作

物
栽
培
に
関
し
て
、
い
わ
ば
神
学
論
争
的

な
議
論
が
続
い
て
お
り
、
栽
培
は
も
と
よ

り
試
験
研
究
段
階
に
お
い
て
も
大
き
な
抵

抗
を
受
け
て
い
る
。
日
本
は
大
豆
の
自
給

率
が
5
％
に
過
ぎ
ず
、
米
国
を
主
体
に
海

外
依
存
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
。
も

っ
と
も
、
わ
が
国
の
食
品
表
示
に
お
い
て

は
、
流
通
過
程
で
流
通
過
程
で
の
混
入
は

5
％
未
満
で
あ
れ
ば
、「
遺
伝
子
組
み
換

え
作
物
未
使
用
」
と
い
う
表
示
が
認
め
ら

れ
て
お
り
、
結
果
と
し
て
「
遺
伝
子
組
み

換
え
作
物
使
用
」
と
い
う
表
示
の
食
品
だ

け
を
選
択
し
て
も
、
日
本
人
の
ほ
ぼ
す
べ

て
の
人
々
は
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
を
口

に
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

筆
者
は
、
2
0
0
6
年
8
月
に
G
M
推

進
派
の
宮
井
能
雅
氏
（
北
海
道
）
と
自
ら

は
G
M
作
物
を
栽
培
す
る
つ
も
り
は
な
い

と
語
る
田
中
正
保
氏
（
鳥
取
県
）、
2
人

の
読
者
と
と
も
に
、
米
国
の
G
M
に
関
す

る
官
民
各
種
の
試
験
研
究
機
関
お
よ
び
生

産
者
、
行
政
機
関
そ
の
他
を
視
察
し
た
。

以
下
、
数
回
に
わ
た
り
米
国
の
G
M
事

情
と
そ
こ
か
ら
見
え
る
日
本
の
問
題
点
と

可
能
性
を
考
え
て
み
た
い
。

（
昆
吉
則
）

GM品種にすることでモンサントなど
に種子が独占されるという批判をする
人がいるが、それは誤りである。遺伝
子組み換え技術の手法そのものはいく
つかの企業の開発によるものだが、種
子はあくまで種子自身の市場優位性で
選ばれていくものであるからだ。であ
ればこそ、日本の食文化や日本独自の
食品や薬品開発につながる遺伝子組み
換えの研究や実用栽培が、日本でより
活発に、十分なリスク管理の下に取り
組まれるべきなのだ。

米国では食品表示に「有機農産物」あるいは
「Non-GM」を理由に安全性をうたうことは法
律違反だ。科学的に考えれば当然のことだと
思うのだが、わが国の消費マーケットとの違
いを感じた。

我々がオハイオ州の視
察の途中、農務長官で
あるマイク・ジョハン
ズ氏と地元の農家との
懇談会に行き会った。
話題は成長著しいエタ
ノール需要によるトウ
モロコシ生産の拡大。
その前提にGMコーン
がある。

まだエタノールを扱うスタンドは限ら
れるが、政策支援だけでなく自動車メ
ーカー各社がエタノール対応の新車生
産を増強しており、今後の拡大が期待
される。ガロン当たりの価格は、レギ
ュラーガソリンが2.59ドルなのに対し
て、85％エタノールの「E－85」は2.09
ドルと安い。

農家が出資して作られたエタノー
ル生産工場。エタノール需要の増
大できわめて高い収益を上げてい
る。この精製工場の設立は農家の
婦人の呼びかけで始まったそうだ。


